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　人ロの動き
　　2月1日現在一
男4，169（一10）
女4，246（十2）
計8，415（一8）
世帯数2，252（一1）
　　（）は前月比較
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中魚沼郡・十日町市の農家の米の消費量は？

　　　　　　　　　　～米の消費実態調査結果から～

1年間に1人当たり

　　　　　　76．52Kg（1俵1斗1升）
　　　　　　　　　　　　　　　　　食べています

　　　　　　　（1カ月4升3合前後）
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20歳代　　30歳代　　40歳代　　16～19　20歳代　　30歳代　　40歳代

　生産者世帯（1日当りの消費量を年間に換算した）

　（資料：県環境保健部）

0

撫鵜，酬
（今回調査実態）（食糧庁資料）

J　A女性部

一調査の概要
平成10年7月1日～9月30日（3か月間）

204戸　1，011人（平均4．96人）

生産組織等メンバー、農村地域生活アドバイザー等、

記録期間

調査対象者数

t
ー
　
ハ
∠

（1）町村単位（戸）

十日町市 川西町 津南町 中里村
55 54 50 45

（2）家族構成（比率％）

2～3人 4～5人 6～7人 8人以上

25．O 34．4 33．8 6．80

〔米消費調査を実施した人の感想〕

農村地域生活アドバイザー　北村フミ子さん（山野田）

　　rごはんの見直しが叫ばれている今日、せめてこれ以上消費が落ちないように努力と

　　工夫が必要と切に思いました。」

農村地域生活アドバイザー　田中　洋子さん（下原）

　rわずか3か月問の記録でしたが、1か月毎の我が家の消費量が把握できて良かった

　　です。」

農村地域生活アドバイザー　数藤アツ子さん（沖立）

　r農家でも米消費量が減少している事。もののあり余る世の中仕方のない事かもしれ

　　ないが、米離れを感じる御飯党になるよう願いたい。」

難

農村地域生活アドバイザー　平野　幸子さん（四郎兼）

　r米消費拡大には、この地方の伝統的な食事を見直すことと、子供には腹のへっため

　　をさせること。我が家では子供達に御飯をいっぱい食べさせるには、みそ汁、少し

　　薄昧の漬物、そして季節の野菜を使った煮物などに気をつけています。」

11．2．10②



だれが一番食べているのでしょう？　～食糧庁の調査から見てみました～

お米の消費量を男女・年齢別にみると、男女共に

50代で消費のピークを示すパターンとなっています。

男性では、了0代で1つのピークがあり、20代で若干

減少し、その後はゆるやかに増加しています。女性は

10代と20代はあまり変わりませんが、その後増加

しています。

同世代の男性と女性のお米の消費量を比べると、

10代から30代にかけての差が大きくなっています。
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（精米kg）◆男女年齢階層別1人1ヶ月当たりお米の消費量（平成8年度）
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注：食糧庁「米の消費動向等調査jより推計
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30～39　　　　　40～49　　　　　50～59　　　　　60～69 70歳以上

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
新潟県の食生活に　　～あなたの食生活は大丈夫？～

注意信号　　　　　　　　たんぽく質新潟県15・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理想型12．0
新潟県の食事は脂質が上限に近く、米

などを主体とした炭水化物が不足して

おり、高血圧や糖尿病などの生活習慣

病の増加が心配されています。

□新潟県の食事

平成7年度県民栄養調査結果より

、
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炭水化物
新潟県59．5

理想型62．0

～68．0

縣難…藻

／

繋盤…馨難

灘麗萎獺

脂質
新潟県24．8

理想型20．0

～25．0

お米は、；ネルギー源となる糖質と体を作るタンパク質を含んでいる栄養に富んだ食品の一

つです。ごはんは、同じデンプン質食品牽あるパンやコーンフレー久ポテトに比べ肥満の基

になるインシュリンの分泌を穏やかにすることや粒状で食べるため、消化・吸収がゆっくり進

み、腹持ちがよく、スポーツのスタミナ維持にもよいことが分かっています。

主食（ごはん）と主菜（魚、卵、肉など）と副菜（野菜、イモ類など）の食事がエネルギー

や栄養のバランスがとれた理想的な組み合わせとなります。



〆　　地域経済を元気にするために

　　　　　　　　　　　地域振興券が交付されます。

曹交付額は1人につき2万円分です
　　15歳以下の児童がいる世帯主の方については児童1人につき2万円となります。

曹川西町内にある店舗などでお使いいただけます

レ密額面は1，000円、お釣りはもらえません　　　q

密有効期間は3月14日から9月13日までです

蟹　　　　　　　●交換、譲渡、売買はできません。

　　鰍　　　　●使用できるのは交付対象者ご本人、
　・贈　　　　　　又はその代理人、使者の方に　　　　　　．。曲
…きi翻　　　　　　　限ります。　　　　　　　　　・’　　翻
霞堕』．｝δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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満だす芳欝．

礁対象老な聾ます。

5糞帯主の露　　　　　　　　　　　　剣

毫給者

竃は手当を受給できる方

雛塞礎年金等・遺族基礎年金等

噂児童扶養事当・犠溺障審者畢覇　　　　　　蔭　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農
護祉華当1経過措置擬）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の蒙等、遺族塞礎年金等の受給者の一部の方は．　●

難養し懸糖る方が個人騨民税1所織割、均簿割

霧合礁隈塔れ諜す．

鵜1欝叢雛，，の露騨

肇れて糖る場脊は、挟養者が町民税

謹の場合に限られ諜事。
　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　ヘ騰（所霧割。均等割両方董も》　、｛　弓
　　　　　　　　　　　　　　　　‘）、
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　平成網年1月1白現在にお雛て　　　　　　　　　￥：

》　次の墜ずれかの要件を満だす芳欝．

　町驚は約2、0湘人の方が対象老な聾ます。

①稲歳以下の児童が糖る糞帯主の露

②老齢福祉年金燦どの受給者
　縫）次のいずれかの年金又は手当を受給できる方

　　・老齢福祉年金・障書塞礎年金等・遺族基礎年金

　　・児童挟養手当・特別児童扶養事当・犠溺障審者

　　・障響児福祉手当・福祉華当1経過措置擬）

　　ただし、障害基礎年金等、遺族塞礎年金等の受給

　　受給者及び受給老癒扶養し懸糖る方が個人騨民税

　　爾方とむ）非課税の場合礁隈塔れ球す．

　（21生活保護の被保護者、覆会福羅施設の捲置入所蕃

③65歳以上の町民税（斯褥割のみ）罪課税の窺

　　ただし、本人が扶養惑れて糖る場脊は、挟養者が

　　　（所得割のみ）非課税の場合に限られ諜事。

④舗歳以上の個衷町民税（所霧割．均等割両方

　葬課税の方　　　ン覧
　　ただし、本夫が扶養さ祝《いる場合は、扶養者が

　　個人町民税（所得割、均等割爾方蓬紛非課税

　　の場合に限られます。

☆
該
当
と
思
わ
れ
る
方
は
後
日
、
文
書
が
届
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

　
よ
く
読
ん
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
（
岱
6
8
1
3
1
1
1
〈
内
線
3
0
1
〉
）
へ
。

　
灘
翻
鱗
團
．
第
鐵
騰
辮
欄
鐵
懸
灘
鑛
臨

麟
糟
麟
離
闘
繊
織
鑓
撫
欝
難
塗
饗
鵜
醸
“
心
闘

顯
鞭
嚢
．

　
叢
螺
、
灘
繊
…
糞
鑛
騰
翻
蕪
懸
鐵
纏
灘

謙
繍
鐙
講
簾
騰
嚢
灘
鐵
叢
懸
織
離
懸
雛

灘
鰍
羅
灘
灘
謹
．
糊
薩
灘
縫
欝
灘
灘
欝
識

顯
畿
讐
撫
灘
欝
麟
灘
鞭
騰
闘
雛
　
姦
灘
㎜
獺
鎌
．

辮
鶯
醗
総
霧
鐵
灘
鐵
縷
繋
灘
雛
礫
灘
難

灘
鵜
灘
嚢
欄
羅
載
鍵
礫
．
灘
　
畿
㎜
繊
難
鍵
繍

瀬
懸
鼎
磯
雛
議
繍
鐙
藩
鑛
燃
欝
…
鐙
鎌
糊
．

購
縫
㎜
懸
簗
霧
灘
灘
灘
雛
無
聯
難
難
熈
叢
雛
謙

難
鐙
雛
欝
覆
羅
鴎
織
糊
．
騰
繊
灘
鍛
冊
鑛

縷
謙
繍
鐙
鎌
欝
騰
驚
鑛
難
騨
鎌
難
灘
灘

義
療
鐵
鰹
灘
難
灘
雛
燃
懸
繕
諜
馨
灘
。
続
…

縢
懸
．
灘
鱒
懸
繍
難
叢
簾
團
㎜
灘
獄
懸
難
蘂
㎜

燃
繋
鎌
繍
鍍
購
鎌
織
…
鑛
灘
灘
藥
灘
灘
懸

叢
蓑
欝
灘
．
灘
”
灘
灘
鐡
㎜
類
懲
灘
鎌
織
癒

、
籔
鎌
懸
嚢
鶏
．
灘
鐵
纐
翻
議
灘
鰹
織
懸

　
欝
㎜
“
　
縣
”
難
叢
岡
雛
灘
灘
灘
難
．

　
鍛
難
磁
灘
翻
灘
灘
羅
蕪
総
㎜
灘
識

撚
灘
難
繍
鑑
鐵
講
鐵
灘
繊
鍛
饗
鍵
鰻
藻

樂
縷
灘
懸
灘
錨
灘
灘
霧
騰
漢
蟻
鑓
．
灘
圏
繍

饗
欝
灘
縣
難
懸
欝
諜
欝
灘
灘
蕪
盤
嶽
欝
磯

纈
額
濃
総
額
雛
叢
嬢
灘
鎌
戴
蘇
繋
蕪

灘
灘
灘
叢
懸
㎜
鶏
叢
蟻
鐵
欝
鍵
。
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（
国
税
）

5日（月）6日（火）～3月1

　
　
　
　
　
　
崩

－
署
2

　
辮
欝
税
纐
確
灘
購
癒
が
猿
諜
噸
諜
攣
。
麟
欝
翻
鰻
は
蕊
月
繋
嚢
囹
懸
蝶
。
蟻
瀞
欝
、

糊
縦
聡
縫
織
懸
懸
畿
嚢
雛
藻
蓮
蕩
轡
願
、
落
叢
難
聯
驚
囎
談
饗
譲
嚢
瀞
っ
驚
壌
．
叢

鱗
㈱
織
難
懸
義
灘
瀕
欝
饗
嚢
．
、
饗
き
蕎
耀
磯
繋
め
縫
お
済
諜
懸
護
耀
§
髄
。
、

確
定
申
告
が

　
　
　
必
要
な
方

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

　
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方
で
、

　
平
成
十
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

　
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

　
と
き
。

◆
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な
方

①
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え

　
る
場
合

②
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が
二

　
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
・

　
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か

　
っ
た
給
与
分
と
ほ
か
の
所
得
が
二
十

　
万
円
を
超
え
る
場
合

正
し
い

確
定
申
告
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算
税
が

課
さ
れ
た
う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
・

地
方
消
費
税
の

　
　
確
定
申
告
を

　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
一
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

確定申告相談日程

期　　間 時　　間 会　　　場

活性化センター
2月16日（火）午前8時30分 4階第1研修室

～ ～

3月15日（月）午後5時15分 岱68－3111
（内線414）

僕　　　　　　　　　　　　　　　私
は　　　　　　　　　　　　　　　　　は

　　　　，灘翻臣　難、

腿顯、1継艦
　　、籍，　穫矯鍛　　　　　叢税　難

　　　　　藻籍，嫌．藤

　　　　　　　　雨欝ピ納税纏、蓮移く．潟塁め鑓。

　　　　　　　　◆所欝税の特別滅税の遮用をお窓れなく．◆　　　　　　　　朔虚桝・・　卿之
　　　　　　　　贈与税の串管‘32」…罰日力、ら3屑璽5βまて㌧　　　　　　　　　　　画税務響

　　　　　　　　　鰍縦棚勲1二　雛鋪納騰こ糊く燃い．　　　　　　　　　　　県・帯晦村
　　　　O詳しく纏巖欝リの騰務臆．税協密鋒叢でむたずねく黛　　　箒ンヒ湧一タが蕎菰る獄塗竃蹟囎醸くタツクスアンサーきでもとうぞ　　　婆離　　　　　　轟

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど
を
計
算
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料

に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
書
き
方
は
、
お
配
り
す
る
「
申
告
書
の
手
引
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
正
確
に
記

入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方

　
今
年
一
月
一
日
現
在
町
に
住
ん
で
い

た
方
で
、
去
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
や
、
去
年
中

の
収
入
が
給
与
、
年
金
、
賃
金
だ
け
で
、

そ
の
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
便
利
な
振
替
納
税

　
今
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
。
振
替

納
税
（
講
座
引
落
し
）
は
、
現
金
を
持

ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で
大
変
便
利

で
す
。

　
う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
な
く
、
納
税
し
た
こ
と
が
預
貯
金
通

帳
に
も
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
銀
行
・
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
、
税
務
署

に
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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仙田地区の観光資源保護調査中間報告を発表

　
一
月
十
二
日
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

で
観
光
資
源
保
護
調
査
「
渋
海
川
流
域

の
民
家
と
集
落
」
調
査
委
員
会
（
宮
沢

智
士
委
員
長
〈
長
岡
造
形
大
学
教
授
〉

・
委
員
二
十
三
人
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
仙
田
地
区
の
自
然
・

文
化
・
伝
統
な
ど
の
資
源
を
再
発
見
し
、

美
し
い
農
村
空
間
を
創
り
出
し
、
人
と

人
の
交
流
や
地
域
生
活
や
農
業
に
は
ず

み
を
つ
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

十
年
度
か
ら
町
と
財
団
法
人
日
本
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
が
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
㈲
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
は
昭

和
四
十
三
年
に
設
立
、
運
輸
大
臣
認
可

の
公
益
法
人
で
、
全
国
を
対
象
に
貴
重

な
自
然
や
文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
努

力
を
続
け
て
お
り
、
　
「
観
光
資
源
保
護

調
査
」
は
、
観
光
資
源
（
自
然
環
境
や

歴
史
、
文
化
遺
産
）
の
保
護
・
保
存
・

活
用
を
し
た
り
、
観
光
資
源
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
今
委
員
会
で
は
、
宮
沢
教
授
を
中
心

に
長
岡
造
形
大
学
の
学
生
が
ま
と
め
て

い
る
「
仙
田
の
民
家
と
集
落
調
査
」
に

つ
い
て
の
中
間
報
告
と
、
　
「
仙
田
の
歴

史
環
境
・
集
落
景
観
調
査
」
を
受
け
持

つ
東
京
農
業
大
学
麻
生
助
教
授
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
た
同
大
学
の
自
然
環
境
保
全

研
究
室
の
皆
さ
ん
が
、
中
間
的
な
発
表

を
し
ま
し
た
。

　
る

．
す

，
麟
を

．
騨
告

　
報委員の皆さんを前に「民家と集落調査」の中

宮沢教授（前列中央）

　
今
回
の
両
調
査
は
、
仙
田
地

区
の
全
集
落
を
歴
史
的
文
化
財

と
し
て
保
存
・
活
用
し
な
が
ら
、

集
落
の
景
観
や
人
々
の
智
恵
を

後
世
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
、

ま
た
、
仙
田
地
区
の
景
観
を
ま

ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
し
て
進

め
て
い
く
か
を
提
案
す
る
も
の

で
、
今
回
は
集
落
や
民
家
、
自

然
景
観
の
特
徴
や
魅
力
・
問
題

点
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
分
析

調
査
し
た
報
告
書
を
作
成
す
る

予
定
で
、
こ
の
成
果
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
最
終
報
告

会
は
、
五
月
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

新
春
恒
例
　
寄
席
を
楽
し
む

　
一
月
十
五
日
、
上
野
集
会
所
特
設
ホ
ー
ル
で
、
　
「
初
笑
い
上
野
寄
席

楽
集
」
と
銘
打
っ
た
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
上
野
青
年

会
（
川
崎
英
樹
会
長
）
が
小
正
月
行
事
と
し
て
例
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
の
出
演
は
落
語
家
で
真
打
ち
の
五
街
道
雲
助
さ
ん
。

聴
衆
に
語
り
か
け
る
五
街
道
さ
ん

　
五
街
道
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三

年
東
京
都
生
ま
れ
・
五
十
六
年
真

打
ち
に
昇
進
。
円
朝
作
品
や
会
談

話
が
得
意
で
、
小
燕
枝
、
小
朝
、

さ
ん
喬
と
と
も
に
「
新
四
天
王
」

と
呼
ば
れ
お
り
、
今
後
の
落
語
会

の
中
核
を
担
う
実
力
派
で
す
。
集

ま
っ
た
人
は
、
恒
例
と
な
っ
た
新

春
寄
席
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

”3尾唇書施曝　
裏
町
親
和
会
で
は
、
ほ
ん
や
ら
洞
を

作
り
ま
し
た
。
モ
チ
つ
き
を
し
て
、
で

き
た
て
を
洞
の
中
で
食
べ
ま
し
た
。
周

り
は
雪
…
…
。
で
も
、
中
は
と
っ
て
も

あ
っ
た
か
で
す
。
（
1
月
1
4
日
）
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あなたもなれるノ
　　　『旅館の主人』

　松葉荘では、旅館のご主人として経営をやりたい方を募

集しています。

　下記の事項をご覧のうえご応募ください。

★　松葉荘の施設概要

　　1階…フロント・エントランスホール・食堂・調理室

　　2階…洋室（66畳）・和室（28畳）・和室（20畳）

　　　　　大・小浴場（トロン温泉）

　　3階…宿泊室　6畳2室・8畳4室・10畳2室

★　契約方法

　　町が借主に施設の一切の管理と運営を任せる。

★　場所

　　川西町大字霜条1035－1（国道252号沿線）

★　その他の条件

　　借主は、施設のまた貸しはしない。

★　申込期限

　　平成11年2月末日

★　問い合わせ・申込先

　　川西町役場開発課

　　　　　　　　　TEL　O257－68－3111

　　　　　　　　　FAX　O257－68－3828



今回は、前回に引き続き都市づくりに必要な各分野の万針（案）を掲載します。2回目は「交通

の万針（案）」の抜粋版です。交通の万針では、安全で快適な道づくりの万向性を定めています。

《墓本的な考え万》

○道路の機能や役割分担を明確にした道路

　体系を位置付けます。

○高速交通体系に合わせた連絡道路の整備

　促進を図ります。
○雪に強い道路づくりに努めます。

○道路整備にあたってはバリアフリー※の

　取り入れに努めます。
※バリアフリー：高齢者や身障者の人々が安心して利

　用できるように段差の解消、スロープの設置、幅

　員の確保などのデザイン的工夫を用いること。

○フラワーロードづくりを推進します。

《整備万針》

都市連絡道路　都市連絡道路は、十日町市、

小干谷市、高柳町など周辺都市と連絡する主

要道路として位置付け、円滑な交通流動を確

保し市街地への大型車による道路交通の流入

を抑制します。

建
設
課
都
市
計
画
係

盈
68

13
1
1
1
　内
線
322

）

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
は ∂

　
づ

　
やト

ノ
ら
〉
。

地域連絡道路　都市連絡道路を補完します。

各地域・各集落を連絡するため、各地域らし

さのある景観に配慮した道路整備や、わかり

やすいサイン整備※を図ります。
※サイン整備：案内板、標識、案内図など表示すること。

市街地主要道路　主要地万道小干谷十E］町津

南線の干手地域から上野地域にかけての路線

は、町全体の生活に即した施設（商業、行政

等）の集積する路線です。そのため、バリア

フリーや雪を考慮した安全で安心な歩道の整

備、憩いの場となるポケットパークの整備、

カラー舗装等、町のメーン通りとしてふさわ

しい歩行を重視した整備を図ります。

市街地道路　通過交通は極力避け、安全で静

かな住環境をつくることを重視した機能を持

たせ￥除雪・融雪の機能強化に努めます。

　　　　　　　イ」燭夢．1一噸

　　　　　　　κ

・
く
，

　　　ぐ＼1＿．
　

＼

　
0

声
8〆

ノ

　
　
　
　
　
θ
　
　
　
　
　
　
　
●

　
♂
、

！
罪
轟
“
騨
～

一都市連絡道路

一地域連絡道路

・…　　市街地主要道路

路道地街市0■■●幽

に
い
が
た

　
　
ま
ち
づ
く
り
学
会

　
　
　
　
　
研
究
会
こ
案
内

　
い
っ
し
ょ
に
、
　
「
に
い
が
た
の
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
テ
ー
マ

「
中
山
間
地
域
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
」

　
・
第
－
分
科
会

　
　
「
雪
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
」

　
・
第
2
分
科
会

　
　
「
中
山
間
地
域
の
抱
え
る
構
造
的

　
　
　
間
題
」

●
日
　
時

　
2
月
2
0
日
d
b

　
　
　
　
午
後
0
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

※
研
究
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
あ
り
ま

　
　
す
。

●
場
　
所

　
十
日
町
市
公
民
館
本
館
講
堂

●
参
加
費

　
会
員
で
な
い
方
は
資
料
代
千
五
百
円
。

　
懇
親
会
参
加
費
は
三
千
五
百
円
で
す
。

●
申
込
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
希
望
分
科
会
、
懇
親

会
の
参
加
の
有
無
を
事
務
局
ヘ
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
F
A
X
”
0
2
5
－
2
8
5
1

　
　
　
　
　
Q
」
－
つ
」
5

●
申
込
期
限
　
2
月
1
9
日
働
正
午
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
に
い
が
た
ま
ち
づ
く
り
学
会
事
務
局

　
　
（
費
0
2
5
1
2
8
5
1
3
4
3
4
）
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■
ソ
フ
ト
事
業
と

　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ド
事
業

　
よ
く
、
行
政
用
語
と
し
て
ソ
フ
ト
事

業
・
ハ
ー
ド
事
業
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
は
、
イ
ベ
ン
ト

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
人
と
人
の
結
び
つ
き
の
中
で
行

わ
れ
る
取
り
組
み
。
ハ
ー
ド
事
業
は
、

形
の
あ
る
施
設
整
備
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。　

里
創
プ
ラ
ン
主
要
事
業
で
は
大
地
の

芸
術
祭
、
ス
テ
キ
発
見
、
花
の
道
を
ソ

フ
ト
事
業
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
整
備
を

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
施
設
整
備
を
進
め
る
過

程
に
お
い
て
も
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

重
視
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
ソ
フ
ト
事
業
の
規
模

　
大
地
の
芸
術
祭
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業

は
、
事
業
費
の
六
割
に
つ
い
て
新
潟
県

箇信

圖

か
ら
補
助
金
を
受
け
、
四
割
を
市
町
村

が
負
担
し
あ
っ
て
広
域
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
年
か
ら
十
二
年

度
の
三
か
年
間
の
事
業
費
の
総
額
は
次

の
と
お
り
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
◎
大
地
の
芸
術
祭
　
三
億
円

　
◎
ス
テ
キ
発
見
　
　
二
千
三
百
万
円

　
◎
花
の
道
　
　
二
千
九
百
四
十
万
円

　
◎
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
万
円

　
◎
普
及
啓
発
　
　
　
　
　
一
千
万
円

■
ハ
ー
ド
事
業
の
規
模

　
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
は
、
平
成
十
～

十
四
年
度
の
五
か
年
間
に
つ
い
て
は
、

自
治
省
か
ら
「
特
定
地
域
に
お
け
る
若

者
定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
地
域
指
定
を
受
け
、
地
総
債
あ
る
い

は
過
疎
債
と
い
う
地
方
債
を
起
こ
し
て

進
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
地
方
債
に

つ
い
て
も
、
償
還
時
に
そ
の
一
部
が
国

か
ら
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
総
債
に
よ
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
記
載
時
と
償
還
時
に
県
補
助
金
を

受
け
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
制
度
や
補
助
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
業
に
対
す
る
地
域
の
負
担

金
は
三
割
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
五
か
年
間
の
事
業

規
模
に
つ
い
て
は
、

過
疎
債
が
平
成
十
一

年
度
ま
で
の
時
限
立

法
で
あ
る
た
め
、
平

成
十
二
年
度
以
降
の

事
業
展
開
に
つ
い
て

は
流
動
的
な
部
分
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

大
枠
の
事
業
費
は
百

億
円
程
度
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
内
訳
と

し
て
は
、
地
総
債
事

業
が
五
十
億
円
（
十

日
町
及
び
津
南
ス
テ

ー
ジ
）
、
過
疎
債
事

業
が
五
＋
億
円

松
代
、

い
ま
す
。

繋
，
，
響

　
　
　
（
川
西
、
津
南
、
中
里
、

松
之
山
ス
テ
ー
ジ
）
と
な
っ
て

　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨココド　ドドコドコドヨモドドココじドココドドヨじくコドド　　　　　　　　　　　　　　し　　

安斎先生（写真・右）もすみをぬられて真っ黒。

　　　　　　　　　　　　　（松之山町・すみぬり祭で）

■
平
成
十
年
度
事
業

大
地
の
芸
術
祭

花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
i
制
定
、
花
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
、
花
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
作
成
）

総
ム
ロ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
千
九
百
万
円
（
招
待
作
家
に
よ
る

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
設
計
、

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
作
家
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
作
成
な
ど
）

ス
テ
キ
発
見

　
一
千
五
百
万
円
（
募
集
開
始
、
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
写
真
塾
、
小
中
学

生
写
真
騒
動
、
広
告
宣
伝
料
な
ど
）

九
百
四
十
万
円
（
花
苗
等
配
布
・
花

壇
整
備
、
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
三

回
、
花
市
、
花
の
講
習
会
六
会
場
、

一
千
万
円
（
里
創
プ
ラ
ン
各
事
業
の

総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

普
及
啓
発

二
百
万
円
（
妻
有
通
信
発
行
二
回
）

ス
テ
ー
ジ
整
備

川
西
ス
テ
ー
ジ

中
里
ス
テ
ー
ジ

松
代
ス
テ
ー
ジ

…
コ
テ
ー
ジ
ニ
棟

展
望
台
一
か
所

連
絡
道
整
備

　
用
地
測
量

　
立
木
調
査
な
ど

…
ス
テ
ー
ジ
実
施

設
計

…
ス
テ
ー
ジ
実
施

設
計

　
用
地
測
量

　
　
　
　
　
　
　
　
用
地
買
収

　
松
之
山
ス
テ
ー
ジ
…
ス
テ
ー
ジ
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
計

■
安
斎
重
男

　
　
　
写
真
塾
を
開
催

　
ス
テ
キ
発
見
事
業
の
一
環
と
し
て
、

一
月
十
四
日
～
十
五
日
に
安
斎
重
男
写

真
塾
「
妻
有
の
小
正
月
を
撮
る
」
が
開

催
さ
れ
、
遠
く
岩
手
県
花
巻
市
か
ら
な

ど
地
域
内
外
三
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
写
真
家
安
斎
重
男
氏

と
共
に
妻
有
の
伝
統
行
事
を
体
験
し
な

が
ら
撮
影
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
直
接

ス
テ
キ
な
こ
と
を
発
見
し
応
募
し
も
ら

う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
十
日
町
市
赤
倉
の
ほ
ん

や
ら
洞
づ
く
り
や
、
松
代
町
太
平
・
千

年
の
鳥
あ
な
、
十
日
町
市
街
地
の
季
節

市
、
松
之
山
の
婿
投
げ
・
す
み
ぬ
り
祭

を
巡
り
熱
心
に
撮
影
。
参
加
さ
れ
た
駐

日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
共
和
国
大
使
館
の
ロ
ベ

ル
ト
さ
ん
や
ス
ペ
イ
ン
国
大
使
館
の
ア

ル
バ
ロ
さ
ん
な
ど
も
妻
有
の
冬
の
風
物

詩
に
興
味
津
々
。
宿
泊
地
の
芝
峠
温
泉

で
は
、
安
斎
氏
を
囲
ん
で
夜
が
更
け
る

ま
で
写
真
談
義
・
ス
テ
キ
談
義
が
続
き

ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
企
画
振
興
課
（
費
5
7
1
2
6
3
7
）
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灰
色
の
青
春岩

瀬
金
　
子
　
幸
作

　
　
　
　
　
く
　
　
に

誓
っ
て
故
郷
を
出
た

　
慶
応
生
ま
れ
の
厳
格
な
祖
父
が
地
炉

の
横
座
で
目
を
閉
じ
、
そ
の
傍
で
在
郷

軍
人
班
長
の
父
が
満
足
げ
に
私
を
見
つ

め
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
呼
集
の
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
、
煙
出
し
の
小
窓
か
ら
空
を

見
上
げ
る
と
、
雪
明
り
の
中
を
神
社
へ

急
ぐ
人
の
足
元
が
見
え
た
。
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
）
の
二
月
二
日
、
岩
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
ぷ

は
ま
だ
旧
正
月
の
さ
な
か
で
、
茅
葺
き

　
　
　
　
　
　
　
う
ず
　
　
　
　
　
　
　
い

屋
根
も
深
い
雪
に
埋
も
れ
た
凍
て
つ
く

よ
う
に
寒
い
日
の
朝
で
あ
っ
た
。

　
神
仏
に
武
運
の
加
護
を
祈
り
、
数
日

後
に
義
勇
軍
で
渡
満
す
る
十
五
歳
の
弟

を
励
ま
し
、
祖
母
・
母
・
弟
妹
に
別
れ

を
告
げ
、
火
打
石
で
祖
父
の
切
り
火
を

う
け
た
私
は
、
か
き
落
と
す
よ
う
に
降

　
　
　
　
　
　
お
す
な

る
雪
を
踏
ん
で
産
土
様
へ
急
い
だ
。

　
臼
く
て
長
い
出
征
の
旗
が
鎮
守
の
森

　
ひ
ら
め

に
閃
き
、
日
の
丸
の
小
旗
を
手
に
し
た

ム
ラ
の
衆
が
、
舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
す

る
私
の
壮
行
式
に
か
け
つ
け
て
い
た
。

山
本
元
帥
の
戦
死
で
敗
色
が
一
段
と
濃

く
、
生
き
て
は
帰
れ
な
い
と
覚
悟
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
た
私
は
、
最
後
に
「
元
気
で
征
き
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
故
郷
を
あ
と
に

し
た
、
あ
の
日
を
今
も
忘
れ
な
い
。

　
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
村
境
へ
、
赤

谷
か
ら
は
身
内
の
衆
と
カ
ン
ジ
キ
か
け

　
　
　
く
ニ

て
若
の
窪
を
越
え
、
鶴
吉
沢
か
ら
山
の

根
を
経
て
千
手
へ
出
る
の
に
午
前
中
か

か
っ
た
。
酢
屋
旅
館
で
昼
食
を
と
り
、

こ
の
宿
で
親
類
衆
と
別
れ
て
、
夜
は
高

山
の
知
人
宅
に
泊
ま
っ
た
。
三
日
の
朝

も
寒
か
っ
た
が
、
十
日
町
駅
は
海
軍
志

願
兵
を
見
送
る
人
の
波
で
あ
ふ
れ
、
日

章
旗
や
軍
艦
旗
が
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
に
振

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ
ま

ら
れ
て
万
歳
の
声
が
勧
し
た
。

　
海
軍
志
願
し
た
動
機

　
御
国
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
は
さ

て
お
き
、
私
が
海
軍
に
志
願
し
た
の
は

肉
親
や
知
人
を
敵
に
殺
さ
れ
て
た
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
う
り
ん

か
、
神
国
日
本
を
敵
兵
に
躁
躍
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
や
ま
と
な
で
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う

な
る
も
の
か
、
大
和
撫
子
を
鬼
畜
の
陵

じ
よ
く辱

か
ら
守
っ
て
や
ら
ね
ば
と
い
う
正
義

感
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
う
ひ
と

つ
、
先
輩
た
ち
が
戦
場
で
血
を
流
し
て

い
る
の
に
、
自
分
だ
け
が
ノ
ホ
ホ
ン
と

徴
兵
検
査
を
待
つ
非
国
民
的
の
自
覚
も

加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
す
で
に
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
を
占
領
し

た
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
太
平
洋
を
島
伝
い

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
、
さ
ら
に
沖
縄
へ
と

侵
攻
を
企
て
、
本
土
へ
の
空
襲
が
う
わ

さ
さ
れ
て
い
た
。
全
国
の
津
々
浦
々
に

「
う
ち
て
し
や
ま
ん
」
の
運
動
が
お
こ

り
、
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」

が
悲
し
い
合
い
こ
と
ば
に
な
っ
た
時
代

で
あ
る
。
東
條
英
機
首
相
は
「
戦
局
は

楽
観
を
許
さ
な
い
が
、
一
億
国
民
が
火

の
玉
と
な
っ
て
戦
え
ば
必
勝
の
道
は
ひ

ら
か
れ
る
」
と
叫
ん
で
い
た
。

　
帝
国
海
軍
の
殺
人
教
育

　
海
軍
に
志
願
し
た
こ
ろ
、
　
「
生
き
て

り
ょ
し
ゅ
う
は
ず
か
し
め

虜
囚
の
辱
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
科
の

　
　
　
さ
ら
　
　
　
　
　
　
な
か

汚
名
を
曝
す
こ
と
勿
れ
」
と
教
え
ら
れ

て
、
死
が
恐
ろ
し
く
な
か
っ
た
と
い
え

　
う
そ

ば
嘘
に
な
る
。
加
え
て
、
憎
い
敵
と
は

い
え
、
自
分
に
人
が
殺
せ
る
だ
ろ
う
か

と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、
私
の
学
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
ば
　
け

だ
横
須
賀
海
軍
航
海
学
校
は
、
娑
婆
気

の
抜
け
な
い
少
年
を
八
か
月
で
一
人
前

の
兵
隊
に
仕
上
げ
る
監
獄
的
な
存
在
で

あ
っ
た
。
戦
う
た
め
の
強
固
な
精
神
、

軍
事
知
識
、
技
能
を
否
応
な
し
に
詰
め

こ
み
、
覚
え
な
い
と
厳
し
い
体
罰
を
加

え
、
制
裁
が
原
因
で
死
ん
で
も
、
　
「
代

わ
り
の
兵
隊
は
一
銭
五
厘
で
す
ぐ
に
集

ま
る
」
と
気
合
い
を
か
け
ら
れ
た
。

　
軍
人
精
神
は
、
東
郷
元
帥
が
発
明
し

た
と
伝
え
る
精
神
棒
（
バ
ッ
タ
）
で
注

入
さ
れ
た
。
こ
の
棒
で
尻
を
叩
か
れ
た

と
き
の
痛
さ
は
格
別
で
、
思
わ
ず
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
く

の
め
り
、
尻
が
青
い
癒
に
な
っ
て
浮
腫

み
、
化
膿
し
て
入
院
す
る
者
も
出
た
。

　
　
　
　
　
か
わ
や

使
用
禁
止
の
厨
（
ト
イ
レ
）
に
入
っ
た

と
い
う
だ
け
で
個
人
制
裁
を
う
け
て
、

　
　
　
　
　
ぽ
く
さ
つ

文
字
ど
お
り
撲
殺
さ
れ
た
不
運
な
兵
隊

も
い
た
。
あ
る
練
習
生
が
、
総
員
整
列

で
叩
か
れ
る
激
痛
を
柔
ら
げ
よ
う
と
尻

に
ソ
ー
フ
（
雑
巾
）
を
当
て
が
い
、
こ

　
　
ふ
ん
ど
し
　
　
　
　
　
　
ゆ

れ
を
揮
の
紐
で
結
わ
い
て
お
い
た
と
こ

ろ
、
尻
を
叩
い
た
ら
音
が
軽
く
て
露
見

し
、
さ
ら
に
い
く
つ
も
叩
か
れ
て
失
神

し
た
。
そ
の
彼
を
、
班
長
が
オ
ス
タ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

プ
（
洗
濯
桶
）
の
水
を
か
け
て
揺
り
起

こ
し
て
ま
た
叩
き
の
め
し
た
。
こ
の
く

り
か
え
し
で
、
彼
は
肺
を
浸
さ
れ
て
憤

　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
ご

死
し
た
が
、
故
郷
の
親
御
に
は
病
没
し

た
旨
の
通
知
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ち
ん

　
上
官
の
命
令
は
朕
（
天
皇
）
の
命
令

で
あ
っ
た
。
背
い
て
営
倉
に
入
れ
ば
そ

　
る
い

の
累
は
親
兄
弟
に
ま
で
及
び
、
反
対
に

一
人
で
も
多
く
の
敵
を
殺
せ
ば
、
そ
の

兵
隊
の
手
柄
は
一
門
の
誉
れ
と
称
賛
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
軍
人

は
だ
れ
も
が
忠
節
を
尽
く
し
た
。
終
戦

間
際
の
暑
い
日
、
グ
ラ
マ
ン
機
の
攻
撃

で
腹
を
裂
か
れ
た
戦
友
が
い
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
わ
た

彼
が
、
飛
び
出
し
た
自
分
の
腸
を
手
で

か
き
集
め
な
が
ら
「
天
皇
陛
下
万
歳
」

と
叫
ん
で
息
絶
え
た
の
は
、
剛
毅
で
壮

絶
な
最
後
が
一
門
の
栄
与
に
つ
な
が
る

と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

戦
争
は
二
度
と
御
免
だ

　
日
本
海
軍
の
戦
死
者
が
も
っ
と
も
多

か
っ
た
の
は
、
七
月
に
サ
イ
パ
ン
島
が

玉
砕
し
、
十
月
に
レ
イ
テ
沖
で
連
合
艦

隊
が
壊
滅
し
た
昭
和
十
九
年
だ
そ
う
で

あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
五
日
に
入
団
し

た
私
は
、
負
け
戦
さ
の
一
年
有
半
を
命

永
ら
え
て
復
員
し
た
が
、
　
「
貴
様
ら
は

　
　
　
　
　
　
き
た

消
耗
品
だ
」
と
鍛
え
ら
れ
て
戦
っ
た
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
ね

年
兵
の
約
半
数
は
水
漬
く
屍
と
な
っ
た
。

　
川
西
町
の
出
身
で
私
と
同
期
の
兵
曹

は
次
の
十
人
で
、
内
四
人
が
帰
ら
ぬ
人

　
旧
中
魚
沼
郡
（
二
十
二
か
町
村
）
の

生
存
者
　
平
成
三
年
舞
鶴
で
写

　
　
　
　
　
　
　
海
軍
二
五
会
提
供

と
な
っ
た
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）
。

　
内
山
弥
太
郎
（
新
町
新
田
・
旧
姓
星

名
）
　
小
熊
与
子
雄
（
上
野
）
　
風
間

勇
（
十
日
町
・
旧
姓
渡
辺
）
　
小
海
秀

夫
（
水
口
沢
・
南
支
那
海
で
戦
死
）

佐
藤
留
雄
（
千
葉
）
　
高
橋
軍
平
（
中

仙
田
・
東
支
那
海
で
戦
死
）
　
登
坂
久

治
（
赤
谷
・
旧
姓
田
村
）
　
登
坂
仁
平

（
岩
瀬
・
台
湾
高
雄
で
戦
病
死
）
　
中

條
春
雄
（
岩
瀬
）
　
藤
巻
定
太
郎
（
仁

田
・
大
阪
で
病
没
）
。

　
「
悲
惨
な
歴
史
に
目
を
つ
む
る
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
じ
ん

や
が
て
そ
れ
を
許
す
」
と
魯
迅
は
言
っ

た
が
、
毎
年
、
二
月
に
な
る
と
故
郷
を

あ
と
に
し
た
あ
の
日
を
思
い
お
こ
す
。

日
本
の
若
者
た
ち
に
、
二
度
と
私
の
よ

う
な
体
験
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
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　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　顯　　　　　　　　擁　　　　　　論　　　働　　田灘

バンジージャンプ
逆バンジージャンプ

★

★雪上ソフトバレーボール大会

★ウルトラヒーロー一ショー

★仮装10人11脚レース
　かわにし版
★これができたら？万円

　今やメジャーなスポーツ
★羽根けえし世界選手権大会

★おなじみ屋台村　　ほか
※バンジージャンプ、逆バンジージャンプの申

　し込みについては、3月1日発行のチラシを
　こ覧ください。地上30メートルからの眺望を
　お楽しみください。

総合体育館脇特設会場

　　　　　　　　　　　　　　　　　醐　　　　　　　　　　　　　　　鋼　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　後　　　　　　　　　　．蕃　　　　　　　轡　　　　　瞬　　　6網

★川西のど自慢大会

　素人玄人昧自慢
★おなじみ屋台村

1まか

　みんな集まれ
★大抽選会

※抽選は会場に来なければ決して当たりません。

　ご家族おそろいでお出かけください。

場会

こ
家
族
・
友
達
・
町
内
・
職
場

み
ん
な
誘
っ
て
参
加
し

　　顯
霧　灘

縫轟灘…、…

　
年
末
か
ら
新
年
に
か
け
て
、
寒
さ
に

よ
る
急
病
や
除
雪
に
関
す
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
雪
の
季
節
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

・
つ
。【

急
病
関
係
】

・
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
気
候

　
の
変
化
に
伴
い
風
邪
を
ひ
き
や
す
く

　
な
り
ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
ら
無
理

　
を
せ
ず
、
安
静
に
し
て
早
め
に
医
師

　
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
血
圧
の
高
い
人
が
夜
急
に
寒
い
ト
イ

　
レ
な
ど
に
行
く
と
、
急
激
な
体
温
変

　
化
に
よ
り
意
識
を
失
い
倒
れ
て
し
ま

　
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
少
し
周
囲
の

　
体
温
に
体
を
慣
ら
し
て
か
ら
に
し
ま

　
し
ょ
・
つ
。

【
交
通
事
故
関
係
】

・
雪
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
の
た

　
め
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
て
十
分
な
車

　
間
距
離
を
保
ち
安
全
運
転
を
心
掛
け

　
ま
し
ょ
・
つ
。

【
除
雪
事
故
関
係
】

・
除
雪
機
の
ロ
ー
タ
リ
ー
部
や
シ
ュ
ー

　
タ
ー
部
分
に
雪
が
詰
ま
っ
た
ら
、
必

　
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
て
か
ら
専

　
用
の
器
具
で
雪
を
取
り
除
い
て
く
だ

　
さ
い
。

・
屋
根
の
雪
降
ろ
し
は
足
場
を
確
認
し

　
て
、
転
落
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
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◇急病及び雪による事故関係の救急出動件数◇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　凡
　　　　　　　　　　　　　　平成10年末～平成11年1月15日現在だ

急病羅讐灘奪雛霰器畢霰交通事礪根雫鳶　　種　別

市町村名
急　　病 屋根除雪

中転落等
道路上で
の転落等

小型除雪
機の事故

自宅周囲
除雪事故

交通事故 屋根雪
落　　下

十日町市 25 3 2 0 2 8 0
川西町 18 2 0 0 0 2 1
津南町 16 1 0 0 1 1 1
中里村 3 0 0 0 1 1 0
松代町 5 1 0 0 0 0 0
松之山町 5 0 0 1 0 0 0

計 72 7 2 1 4 12 2

す
く
す
く
教
室

　
　
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

　
2
月
1
7
日
㈹
に
開
催
予
定
の
す
く
す

く
教
室
は
、
都
合
に
よ
り
2
月
2
3
日
㈹

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
・
時
間
な
ど
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
課
保
健
係

小
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

　
　
　
璽
咀

す
ぐ
に
出
る
十
八
番
や
年
酒
酌
む

年
玉
に
雀
踊
り
の
孫
愛
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
祷

初
湯
出
て
体
重
計
の
変
り
な
く

鶏
飼
ふ
て
い
て
店
で
買
ふ
寒
卵

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

大
寒
に
は
や
紅
梅
と
わ
か
る
ほ
ど

東
京
に
老
い
て
故
郷
の
雪
便
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
吉
蔵

園
児
等
の
靴
跡
ば
か
り
雪
晴
る
る

雪
卸
し
頭
を
軽
く
し
て
欲
し
と

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

着
ぶ
く
れ
て
咳
の
一
つ
の
素
通
り
す

湯
豆
腐
や
男
ば
か
り
の
旅
行
客

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

睦
月
晴
れ
鴛
喬
夫
婦
の
来
て
楽
し

故
郷
よ
り
大
雪
と
な
る
写
真
来
る

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

感
吟
の
拍
手
昂
ま
る
初
句
会

頑
な
に
し
き
た
り
守
り
て
小
正
月

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

よ
み
き
か
す
昔
話
や
冬
灯

赤
き
実
を
啄
み
散
ら
し
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
ス
ミ
イ

し
ょ
う
ゆ
豆
煎
る
香
の
満
て
る
寒
の
内

炉
の
灰
に
字
を
書
く
父
の
背
の
丸
し

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

寄
り
合
い
て
寒
餅
と
云
ふ
三
臼
程

此
の
里
の
一
両
と
云
ふ
藪
柑
子

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

●休目救急医

2月14日　至誠堂医院（西浦町

　　　　岱52－3276
　　21日　山口医院（袋町）

　　　　盈52－2174
　28日　田中外科医院（田中町

　　　　暦52－2403
　　〃　上村病院（中里村

　　　　暦63－2111
3月7日　大熊内科医院（山本町1

　　　　盈52－7066
　14日　山口医院（下条）

　　　　盈55－2003
　　〃　津南病院（津南町

　　　　盈65－3161

飛
行
機
の
灯
の
過
ぎ
行
け
る
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
小
自
倉
田
中
優
美

い
つ
し
か
に
ほ
ぐ
れ
し
心
梅
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

一
月
も
終
わ
ら
ん
と
す
や
昼
の
月

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

尾
長
ど
り
庭
の
千
両
食
べ
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

片
時
雨
蛇
の
目
商
ふ
嵯
峨
の
茶
屋

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

降
り
し
き
る
雪
を
浮
か
せ
て
寒
灯

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

立
春
や
花
瓶
に
ひ
ら
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

初
参
り
裏
参
道
の
月
冴
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

炬
燵
振
り
贔
屓
の
力
士
勝
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
三
郎

歌
に
聞
く
島
の
灯
や
鳴
く
千
鳥

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

風
花
の
乗
り
た
る
傘
を
た
た
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

赤
き
灯
を
回
し
除
雪
車
音
高
し

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

ど
ん
ど
の
火
深
雪
の
谷
の
天
こ
が
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

大
竹
の
火
の
粉
と
な
り
し
ど
ん
ど
焼
き

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

雪
壁
の
シ
グ
ナ
ル
黄
か
ら
赤
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

注
連
飾
り
炎
と
な
り
ぬ
ど
ん
ど
焼
き

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
家
庭
で
救
急
処
置
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
原
因
は
、
外
傷
（
ヤ
ケ
ド
・

ね
ん
挫
・
骨
折
・
頭
部
外
傷
な
ど
）
、

脳
卒
中
、
心
臓
発
作
、
誤
飲
に
よ
る
窒

息
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
意
識
が
な
く
、
呼
吸

も
心
臓
も
止
ま
っ
て
い
る
状
態
に
居
合

わ
せ
た
と
き
は
、
直
ち
に
救
急
車
を
呼

び
、
病
院
に
搬
送
す
る
の
が
当
然
で
す
。

し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
何

も
し
な
い
で
待
っ
て
い
て
は
、
助
か
る

命
も
助
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
わ
て
ず
に
、
状
況
を
見
極
め
、
一

　
　
　
　
　
　
　
そ
せ
い

刻
で
も
早
く
心
肺
蘇
生
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
心
肺
蘇
生
の
A
B
C
】

A
（
気
道
確
保
）
“
意
識
の
な
い
と
き

は
、
気
道
を
確
保
し
て
、
空
気
の
出
入

り
す
る
通
路
を
開
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
う
が

簡
単
に
言
う
と
、
仰
臥
位
で
倒

も
効
果
的
で
、

繰
り
返
す
よ
う
に
し
ま
す
。

は
、

す
。C

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
行
い
ま
す
。

胸
の
真
中
に
、

い
骨
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
下
半
分
に
、

両
手
掌
を
重
ね
て
置
き
、

を
利
用
し
て
、

間
に
8
0
～
㎜
回
圧
迫
し
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
は
、

な
い
場
合
は
、

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
ー
5
回
を
、

返
し
ま
す
。

　
数
分
実
施
し
て
効
果
が
な
く
て
も
、

あ
き
ら
め諦

め
ず
に
、
辛
抱
強
く
続
け
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
で
一
人
の
命
が
助
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
尾

　
　
　
　
5
秒
に
1
回
の
割
合
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳
幼
児
で

口
と
鼻
を
同
時
に
覆
っ
て
行
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
”
脈
が
止
ま

　
　
　
　
胸
骨
と
い
う
縦
に
細
長

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
体
重

　
　
　
　
垂
直
に
力
を
加
え
一
分

　
　
　
　
　
あ
な
た
一
人
し
か
い

　
　
　
　
人
工
呼
吸
2
回
と
、
心

　
　
　
　
　
　
　
交
互
に
繰
り

　　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　動　　　　　　　騒　　　臨謬

れ
て
い
る
人
の
、
あ
ご
を
持
ち

上
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

気
道
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

B
（
人
工
呼
吸
）
”
呼
吸
を
し

て
い
な
い
と
き
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
気
道
を
確
保
し
な

が
ら
、
自
分
の
口
を
大
き
く
開

い
て
、
患
者
の
口
を
覆
い
な
が

ら
息
を
吹
き
込
む
方
法
（
い
わ

ゆ
る
マ
ウ
ス
ω
マ
ウ
ス
）
が
最

　
瑠

　人工呼吸を行っても呼吸が再開されず、頸動脈で

脈拍を調べても脈がない場合は、心肺蘇生法（GP

R）を行います。
　　　　　　　　　　　　　　15回（80～100／分の速さ）
1人で行う心肺蘇生法
（CPR）

●甕熱理・［ξ照蝕．2回
　ジを15回行う　　　　　　　　　　集

●以降これを繰り返す　　　　＿ 　　　　　　▲

1回

ー
、

2人で行う心肺蘇生法　　　5回
（CPR）　　　　　（8纂oo／分の）　藍

●1人が心臓マッサージ
　を5回、もう1人が人　　　　　1　’　蟄

　工呼吸を1回行う　　　　　　　　、　…・

011．2．10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
犠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
葛
呂
嵐

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小
幡
　
　
満
6
3

戸
田
久
仁
6
7

和
久
井
芳
雄
7
3

高
橋
ヨ
シ
イ
7
3

小
幡
正
徳
74

小
林
＋
八
7
8

和
久
井
清
蔵
8
0

松石沢小羽高
沢沢潟林鳥橋

タ
キ
8
0

仁
平
8ー

ソ
キ
8
3

清
子
8
3

元
治
8
3

、
レ
　
4

ノ
　
ノ
　
　
8

ノヘ　 パ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ハ　 パ　 ノヘ　 ハ

肇礁縫菱雄垂艶
　　レ上発発中伊三木中仁坪木仁仁　緕緕仙　　屋
野通通田友領落敷田山落田田
　り　り
　東西

臨時福祉特別給付金の給付について

　平成10年分所得税などの特別減税の追加実施に伴い、

臨時福祉特別給付金を該当者からの申請書及び振り込み

指定口座に基づき、　「該当する給付金」を1月29日に口

座振り込みをいたしましたのでご確認ください。

　お問い合わせは、福祉課高齢福祉係まで。

　　　　　　　　　　　（奮68－3111　内線232）

秦
野
　
寅
蔵
8
4
（
寅
蔵
）
仁
　
田

丸
山
　
幸
作
8
8
（
秀
夫
）
原
　
田

中
村
佐
藤
治
9
1
（
一
夫
）
坪
　
山

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

一一　　　 田　 数　 佐

大渡今富た　中　藤　藤
、　　　　か津辺野井　さ　　「　　榛暑　江・

由　富敦ご　巧糞　華か　利・
柔1正享史よ紀新智貴菜
　　　　一　　　　　　穂賢
＋東高上円子一美光子
日善柳　　満

町寺町野に野栄讐市　　　　　　　　　　　　所
　　　　　　　　　　通　　　　　　　　　　り　　　　　　口　　町　　東

（
1
2
月
2
9
日
～
1
月
31
日
届
け
出
分
）

表
紙
の
写
真

　
－
月
1
0
日
、
総
合
体
育
館
で
町
消
防

団
（
清
水
善
三
・
団
員
謝
人
）
の
出
初

式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
は
、
人

員
・
姿
勢
・
服
装
の
点
検
な
ど
を
受
け
、

気
持
ち
を
引
き
締
め
る
と
と
も
に
、
今

年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
1
0
年
度
町
で
発
生

し
た
火
災
は
3
件
（
建
物
2
件
、
林
野

1
件
）
で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
3

件
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
台
所
や
お
風
呂
、
時
節
が
ら
部
屋
の

暖
房
と
、
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火
の
取
り

扱
い
や
後
始
末
に
は
十
分
注
意
を
し
、

火
の
用
心
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

’

＝霊＝＝＝＝2＝3器＝＝＝3＝＝＝＝＝＝23＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝3＝33＝＝＝＝＝＝3＝＝3＝＝3＝＝言＝＝3＝＝＝33＝＝＝

1鶉櫨鋤薩醐
　▲「楽しかったよ。虫とりあ

　　2年生佐藤憲一くん

　　　　▲　　ぐ　　『』

箒・伊
△ 　」オ’

ロロロロロヤザ　　　　　　　　　　　　　　ドゆ　　　　　ぼ　　　　

▲「はじめての木はんが」

　4年生高橋佑太朗　くん

▲「貯金ポスト」

6年生貴田裕明くん

　撫饗嚢

〈
千
手
小
学
校
￥
ー

「
大
雪
の
朝
」
　
6
年
生
吉
楽
幸
奈

幸

「
手
ま
り
」
　
3
年
生
清
水
亜
沙
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
朔
水

　
　
「
森
の
中
で
タ
イ
ヤ
乗
り
」

〈
5
年
生
登
坂
泰
子
さ
ん

　
　
「
う
さ
ち
ゃ
ん
の
花
屋
」

〈
3
年
生
蔵
品
麻
弥
さ
ん

さ
ん

さ
ん

ツ》
7
　
『

11，2．10⑫
（3月号は上野小学校です）

レ
「
す
て
き
な
こ
ま
」

　
　
一
年
生
全
員


